
会  議  録 

 

名      称 平成 29 年度 第１回 目黒区障害者自立支援協議会本会 

日      時 平成 29 年５月９日（火）  午後６時～午後８時１５分 

会      場 目黒区総合庁舎   Ｅ会議室 

出  席  者 岩崎会長、北本副会長、松尾委員、橋本委員、町田委員、雨谷委員、阿部委

員、武井委員、松原委員、野村委員、山田委員、山下委員、中村委員、白鳥委

員、田村委員、田島委員、五十嵐委員、渡辺委員、松本委員、保坂委員、篠﨑

委員、酒井委員 

欠席 徳永委員、重盛委員 

配 布 資 料 １． 平成２９・３０年度協議会委員名簿 

２． 目黒区障害者自立支援協議会設置要綱 

３． 目黒区障害者自立支援協議会構成図 

４． 自立支援協議会本会議と運営会議について 

５． 協議会の公開等の取扱いについて 

６． 目黒区障害者計画改訂に関する意見 

７． 目黒区障害者計画改訂に伴うアンケート調査の実施結果について 

８． 目黒区における地域生活支援拠点等の実施に向けた検討会委員の推薦に

ついて（回答） 

９． 各専門部会２８年度のまとめと２９年度の方針 

１０． 医療的ケアに関する現状と課題 

１１． 平成２９年度協議会予算 

会 議 次 第 １． ２９・３０年度協議会委員委嘱 

２． 会長・副会長選任 

３． 新委員自己紹介 

４． 協議会本会と運営会議の関係について 

５． 協議会の公開等の取扱いについて 

６． 区からの報告 

７． 平成２９年度協議会予算について 

８． 専門部会からの報告 

９． 医療的ケアについて 

１０．協議会主催イベントについて 

会議の報告 

及び 

主要な発言 

１、２については別紙１の委員名簿参照 

４．本会の前に運営会議を必ず開催する。会議の構成員は会長、副会長、専門

部会長及び副部会長とする。 

議題は本会のための議題整理の場とする。また、専門部会の報告を受け本会

の議題にすべき内容があるか、また区が関連情報を追加すべきか等について

検討する。運営会議と本会議で専門部会からの報告は重複する可能性もある

が、より内容を高められるように努力する。 

５．別紙参照 了承される。 



６．３月１７日に協議会の岩崎会長から地域福祉審議会の石渡会長あてに「目黒

区障害者計画改訂に関する意見」が提出された（別紙２参照）。専門部会等の

意見をまとめた内容である。地域福祉審議会に関する情報については区のホ

ームページを参照してください。 

また、「目黒区における地域生活支援拠点等の実施に向けた検討会」委員に

は協議会から下記の者を推薦した。 

自立支援協議会 会長  岩崎 香 

自立支援協議会 相談支援部会長  松尾 由理江 

自立支援協議会 相談支援部副部長  雨谷 政和 

自立支援協議会 相談支援部会   町田 幸子 

自立支援協議会 防災部会長  山田 脩 

自立支援協議会 一般就労部会長  白鳥 千恵子 

７．協議会の予算については、協議会主催の学習会５回分、１回２６，０００円と会

議の際の手話通訳に係る実費が確保された。 

８．専門部会からの報告は別紙３参照。 

９．専門部会からの報告を受けて医療的ケアについて議論した。 

障害福祉課からの医療的ケアに関する現状についての報告があり、資料メモ

別紙４を添付する。 

子ども部会では訪問看護ステーションの看護師にも参加してもらったり、ヘル

パー事業所に医療的ケアができるように第３号研修を取ってもらったりしてい

る。現状では医療的ケア児は、児童発達支援や放課後等デイサービスは区内

の事業所は殆ど利用できず区外の事業所を利用している。 

保育園では若干名の受入れがあるという報告もあった。 

議論の中では特別支援学校の送迎バスに乗車できず訪問籍になってしまう生

徒についての対応の課題について意見が出された。 

現在東京都でも検討会を開催して、送迎バス内での医療的ケアの問題等につ

いては話し合われている、また医療的ケア児に関するモデル事業についても４

月から行われているので、今後それらを受けて検討が進められるのではないか

という情報提供があった。 

また、医師会等の医療機関との連携の必要性についても意見が出た。 

障害福祉課からは平成３０年度に医療的ケア児に関する協議会を設置して区

としての考え方も検討していくという構想も示された。 

今後、協議会の中でも必要に応じて議論していくことが確認された。 

１０．協議会イベントについて 

２月２４日（土）に目黒区総合庁舎の大会議室で実施する。今後、専門部会等

から実行委員を募る。 

昨年度はスポーツや文化をテーマにしたが、今年度はどのようなテーマにする

か実行委員会で話し合い、本会等でも意見を求めていく。 

 


